
12

令和８年２月２０日

令和７年 農畜産物生産販売状況について

１ 高山市農畜産物生産販売状況（金額は税込）

合計 対前年比率 うち耕種 うち畜産 参考

令和7年 287億 5千万円 108.0% 182 億 7 千万円 104億7千万円 過去 1位の販売額

令和6年 266億 2千万円 105.8% 161 億 3 千万円 104億9千万円 過去 2位の販売額

令和5年 251億 7千万円 104.1% 149 億 8 千万円 101億9千万円 過去 3位の販売額

（主な品目ごとの内訳）

ホウレンソウ トマト 水稲 肉用牛

令和 7年 38 億 9千万円 65億 5 千万円 32 億 8 千万円 65 億 4 千万円

令和 6年 41 億 1千万円 60億 0 千万円 19 億 6 千万円 66 億 3 千万円

令和 5年 42 億 0千万円 54億 2 千万円 15 億 0 千万円 64 億 9 千万円

問 合 先

所属 農政部 農務課 農業振興係 所属 農政部 畜産課 畜産振興係

課長 駒屋 係長 高山 課長 清水 係長 川田

電話 内線 2222

直通 0577-35-3141

電話 内線 2240

直通 0577-35-3142

Press Release

高山市

令和７年１月から令和７年１２月の農畜産物生産販売状況については約２８８億円（対前年比

約１０８％）となり、昨年の２６６億円を上回る過去最高の生産販売額となりました。

耕種部門は約１８３億円（対前年比約１１３％）となり、主な品目ではホウレンソウが約３９

億円、トマトは約６６億円、水稲が約３３億円となっています。また畜産部門は約１０５億円

（対前年比約９９％）となりました。

過去最高の生産販売額となった主な要因は、猛暑により、全国的に蔬菜が品薄で価格が高騰す

るなか、トマトについてはシーズンを通して安定した品質の良い出荷ができ、昨年の販売額を大

幅に上回ったこと、水稲については、令和６年産米の品薄状態が続いたことで、概算金が昨年よ

り約６割上昇したことから、販売額が増加しました。ホウレンソウについては、単価は前年とほ

ぼ変わりなかったものの、春の残雪により出足が遅れたことが影響し、販売数量が約５％減少し

たため、販売額も減少しました。

一方、畜産では子牛の販売単価の上昇により子牛販売額は増加したものの、肉牛の販売につい

ては単価がやや下落したことにより販売額が減少し、肉用牛全体においては減少となりました。
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